米国渡航認証システム（ＥＳＴＡ）　代理申請の為のお伺い書
下記ご記入及び質問事項にお答え、署名の上返送お願い致します。
代理申請には代行手数料￥６，０００（実費US$14込）を頂戴致します。
尚、本書類にご記入頂きました事項はＥＳＴＡ代理申請の目的以外には使用致しません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グランツールジャパン（株）
　
	氏名　
（パスポートと同じローマ字）
	姓：　　　　　　　　　　　　　　　　名：　　　　　　　　　　　　　　


	セキュリティに関する通告
	ＥＳＴＡ申請はDepartment of Homeland Securityのコンピュータシステムにアクセスします。このコンピュータシステムおよびそこに含まれるデータは、米国政府の所有物であり、米国政府当局に対し情報とその使用を提供するものです。このコンピュータシステムを使用する際、プライバシーについて配慮されません。パスワードの使用または他のセキュリティ対策による、プライバシーへの配慮は確証されません。このシステムを利用する際、あなたはこの通告に明記された事項に同意したことになります。あなたはこのコンピュータシステム上に存在する、機密国家安全保障情報を処理してはいけません。このシステムへのアクセスは、許可されたユーザーにだけ限定されます。このシステムまたはそこに含まれるデータへの不当なアクセス、使用あるいは改ざん、またはこのシステムへの接続は、section 1030 of title 18 of the U.S. Codeおよび他の刑法違反に相当します。 無許可あるいはアクセス権限を超過し連邦政府のコンピュータシステムにアクセスする者、あるいはその情報を獲得、警告、損傷、破壊、または公開しようとする者、または使用許可を持つ者のコンピュータシステム内にある情報の使用を阻止する者は、刑罰、罰金または収監の対象となります。このコンピュータシステムおよび一連の設備は、行政監視、法の執行、犯罪調査目的、不正行為または悪用疑惑調査の観点から監視対象となっており、適切な安全保障および手続きを厳密に運用できる体制が整備されています。DHSは、これ以上の通告なしに、あらゆる活動のモニタリングを行うことがあります。
上記の情報を読み、下記にチェックを入れて下さい：
□　確認しました。

	免責事項
	この電子渡航認証ではデータベース関連法の執行調査を行います。Visa Waiver Programにより米国へ入国しようとしているすべての旅行者は、搭乗に先立ちこのシステムを利用して電子渡航認証を取得する必要があります。
電子渡航認証が承認された場合、あなたは渡航資格を得たことにはなりますが、Visa Waiver Programにより米国への入国が確約されたわけではありません。米国到着時に入国地でのU.S. Customs and Border Protection 審査官の審査により、Visa Waiver Programまたは米国のいかなる法規に基づき、入国が許可されない可能性もあります。
電子渡航認証拒否と判定された場合でも、米国に渡航するためのビザの申請が可能です。
申請者本人または第三者である代理人が提出したすべての情報は、真実かつ正確でなければいけません。適格性に影響を及ぼす新たな情報等により、時機や理由の如何を問わず、電子渡航認証は取り消されることがあります。もし本人または代理人が提出した電子渡航認証の申請内容に、故意による著しい誤り、虚偽、詐欺的記載または説明がなされた場合、監視または刑罰の対象になります。
警告: 米国への入国申請に基づき、通関手続地でVisa Waiver Program によりUS Customs and Border Protections審査官があなたの入国を許可した際、同プログラムでの滞在期間中に無許可の就労、または就学、あるいは外国情報メディアの代理人を務めてはいけません。Section 245(c)(4) of the Immigration and Nationality Actが適用されない限り、以下の申請は行えません: 1）非移民資格の変更、 2）滞在期間の延長、3）一時的または永久的な居住者への資格変更。上記に違反した場合は、強制退去の対象となります。
上記の情報を読み、下記にチェックを入れて下さい：
□　はい、私は上記の説明を読み、内容を理解し、これらの条件に合意します。
□　いいえ、より詳しい説明が必要です、または承知を拒否します。

	生年月日
	　　（西暦）　　　　　　年　　　　月　　　　日　生

	出生地
	（ふりがな）　　　　　　　　　　
都・道・府・県　　　　　　　　　　　区・市・郡

	パスポート情報
	番号：
	発行国：
	国籍：

	
	発行日　　　　　　年　　　月　　日　　
	有効期限　　　　　年　　　月　　日

	
	どこか他の国から、これまでに渡航用のパスポート又は国家身分証明書を発給された事がありますか？

□　はい　　　　　　□　いいえ

※はいの場合は以下もご記入下さい。　　　　　

	
	発給国：
	文書の種類：
	文書番号：

	
	有効期限：

	別の市民権・
国籍
	今現在、あなたはどこか他の国の市民あるいは国民ですか？

□　はい　　　　　　□　いいえ
※はいの場合は以下もご記入下さい。　

	
	市民権・国籍：

	
	どのような経緯でこの国から市民権・国籍を取得したのですか？

	
	これまでにどこか他の国の市民あるいは国民だったことはありますか？
□　はい　　　　　　□　いいえ
※はいの場合は以下もご記入下さい。　　　　　　　　　　　

	
	市民権・国籍：

	ＧＥ
メンバーシップ
	あなたはＣＢＰ Global Entryプログラムのメンバーですか？

□　はい　　　　　　□　いいえ

※はいの場合は以下もご記入下さい。

	
	PASSID／メンバーシップ番号：

	ご両親の氏名
	（ふりがな）
父　　　　　　　　　　　　　　　　　母
*死亡されている場合でもご記入下さい。

	電子
メールアドレス
	＊電子メールアドレスをお持ちでない場合、連絡が取れる家族・友人・仕事関係者など第３者のアドレスでも可

	渡航者情報
	住所
	（ふりがな）

	
	
	

	
	電話番号
	□　自宅　　　□　勤務先　　　　□　携帯　　　　□　その他

	
	
	番号：

	緊急連絡先
	（ふりがな）

	
	氏名


	
	電話番号　　　　


	
	電子メールアドレス
□　あり　　　（メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　なし　

	勤務先情報
	現在または過去に勤務経験がありますか？
□　はい　　　　　　　　　　□　いいえ
＊勤務経験がある場合は以下もご記入下さい。

	
	（勤務先名）
*現在雇用されていない場合は、以前の勤務名をご記入下さい。

	
	（勤務先住所）
*現在雇用されていない場合は、以前の勤務先住所をご記入下さい。

	渡航情報
	米国への渡航目的は、他国へ乗り継ぐためですか？

□　はい　　　　　　　□　いいえ

※いいえの場合は以下もご記入下さい。

	
	米国内連絡先情報
	米国での滞在先が決まっている　　　□　はい　　　　□　いいえ
※はいの場合は以下もご記入下さい。

	
	
	氏名　※滞在先　友人・同僚などの氏名　又は滞在ホテル名など



	
	
	住所

	
	
	電話番号

	適性に関する質問

	下記の質問に該当するか「はい」または「いいえ」でお答え下さい。(該当する方にレ印）
1) あなたは身体的あるいは精神的な疾患がありますか、あるいは薬物乱用者または依存症ですか、あるいは現在以下の疾病を患っていますか（伝染病についてはsection 361(b) of the Public Health Service Actに準じて規定されています）：
◦コレラ        ◦ジフテリア         ◦結核、感染症           ◦疫病               ◦天然痘              ◦黄熱病
◦ウイルス性出血熱、エボラ熱、ラッサ熱、マールブルグ熱、クリミア・コンゴ熱を含む
◦重篤な急性呼吸器疾患は他者への伝染が可能で、死に至らしめる場合もあります  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　□　はい　　　　　□　いいえ

2) あなたはこれまでに、他者または政府当局に対して、所有物に甚大な損害を与えるか重大な危害を加えた結果、逮捕または有罪判決を受けたことがありますか？ *   　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　      　    □　はい　　　　　□　いいえ

3) あなたはこれまでに、違法薬物の所持、使用、流通に関連した法律に違反したことがありますか？ 　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 　□　はい　　　　　□　いいえ  
4) あなたはテロ活動、スパイ行為、破壊工作、または集団虐殺に参画しようとしたり、あるいは参画したことがありますか？  　                                   □　はい　　　　　□　いいえ
5) あなたはこれまでに、あなた自身または他者用のビザを取得するため、あるいは米国に入国するため、詐欺行為または不正代理行為を犯したことはありますか？   
□　はい　　　　　□　いいえ   
6)   あなたは現時点で、米国での就労を模索していますか、または過去に米国政府の許可なく、米国で雇用されていたことがありますか？                  □　はい　　　　　□　いいえ
7)   あなたはこれまでに、現在使用中あるいは過去に使用していたパスポートを用いて米国ビザを申請した際、否認されたことがありますか、あるいはこれまでに米国への入国を拒否、あるいは米国入国地での入国申請を取り消されたことがありますか？ 
□　はい　　　　　□　いいえ  
※「はい」の場合:   いつ  
どこで    
8)　あなたはこれまでに、米国政府が許可した滞在許可期間を超過して、米国に滞在したことがありますか？ 　　　　　　　　　　　　　　　 　  □　はい　　　　　□　いいえ   
 9)  2011年3月1日以降、イラク、シリア、イラン、スーダン、リビア、ソマリアまたは
イエメンに渡航または滞在したことがありますか？ 

□　はい　　　　　□　いいえ
       ※渡航歴がある方（「はい」にチェックのある方）へは、追加の質問書を後日送付させ
て頂きます。

「ビザ免除プログラムの改定のお知らせ」
ワシントン – 2016年1月21日より、米国は2015年ビザ免除プログラムの改定及びテロリスト渡航防止法の施行を開始しました。この法により、ビザ免除プログラム参加国の国籍で、２０１１年3月１日以降にイラン、イラク、スーダン、リビア、ソマリア、イエメンまたはシリアに渡航または滞在したことがある方（ビザ免除プログラム参加国の軍または外交目的による渡航に対しては、限られた例外有り）
ビザ免除プログラム参加国の国籍と、イラン、イラク、スーダン、リビア、ソマリア、イエメンまたはシリアのいずれかの国籍を有する二重国籍者
（現在有効なESTA渡航認証を保有している方のうち、上記７カ国のいずれかの国籍を有する二重国籍者のESTA渡航認証は、2016年1月21日より取り消されることになります。）
上記条件に該当する渡航者は、大使館・領事館にて通常のビザ申請が可能です。
新法の下、国土安全保障省長官が法執行機関や米国の国家安全保障上の利益になると判断した場合には、上記の制限を免除することがあります。以下の条件を満たす渡航者は免除に該当する可能性があります： 免除を受けられるかどうかは、個々に審査されます。
•国際機関、地域機関、政府機関の代表として公務を遂行するためにイラン、イラク、
スーダン、リビア、ソマリア、イエメンまたはシリアに渡航した方 

•人道支援を行うNGOを代表して任務を遂行するためにイラン、イラク、スーダン、
リビア、ソマリア、イエメンまたはシリアに渡航した方
•ジャーナリストとして、報道目的のためにイラン、イラク、スーダン、リビア、ソマリア、
イエメンまたはシリアへ渡航した方
•「包括的共同作業計画」（ 2015年7月14日）の合意後に合法的な商用目的のため
イランに渡航した方
•合法的な商用目的でイラクに渡航した方
ビザ免除プログラムを利用できなくなると通知された方は、米国大使館・領事館から発給された有効な非移民ビザを使用して渡米することが可能です。これに該当する渡航者は、渡米前に、米国大使館または領事館でビザ面接を受け、ビザを取得する必要があります。


	権利の放棄
	ESTAにより取得した私の渡航認証有効期間中、入国許容要件に関しU.S. Customs and Border Protection 審査官が下す決定について、審査または不服申立てを行う、あるいは亡命の申請事由を除き、Visa Waiver Programによる入国申請から生じる除外措置について、意義を申し立てる権利をここに放棄する、という通告を読み、その旨承知しました。
上記の放棄宣誓に加え、Visa Waiver Programに基づく米国への入国条件として、米国到着時の審査中、生体認証識別（指紋や写真など）を提出することにより、U.S. Customs and Border Protection Officer審査官の入国に関する決定について、審査または不服申立てを行う、あるいは亡命の申請事由を除き、Visa Waiver Programによる入国申請から生じる除外措置について意義を申し立てる権利を放棄することを、再度表明するものとします。

	証明
	私、すなわち申請者本人は、この申請についてのすべての質問事項および通告を読み、あるいは既に読み終え、この申請に関する質問事項および通告のすべてを承知した旨、ここに証明します。この申請フォーム上で提供された回答と情報は、私の知る得る限り真実かつ正確なものです。
グランツールジャパン（株）は米国渡航認証（ＥＳＴＡ）に関する代理申請を行った結
果、認証取得が保留あるいは拒否されたとしても何ら責任を負うことは出来ません。本
人が直接ビザ申請をして頂くようになります。　又、その結果渡航に支障が出た場合で
も、その責任を負う事はできません。　　
代理申請手続き後は、代行手数料￥６，０００は如何なる場合でもご返金できません。


	確認
	（以上よくご確認の上、下記ご署名お願い致します。）
私は以上、全ての事を理解、承諾した上で、グランツールジャパン（株）に米国渡航認
証（ＥＳＴＡ）の代理申請をここに依頼致します。　万一、ＥＳＴＡが代理取得できな
い場合においてもグランツールジャパン（株）に不服を申立致しません。
　　　　　日付：　　　年　　月　　日　　　署名：　


